
第三セクター鉄道の現状と地域社会

一秋田内陸縦貫鉄道を例に見るー

lはじ珍

が成立してから既に 8 のほと

もあるが決して終わ

宇宙m忠俊

となっ ーカ

勢が決まり、一頃マスコミで騒がれたグ口…カ/レ線問題 gもヤマ場を

れているのがr 』である。

ったわけではなく、転換後の経営状況はあまりかんばしくない。パス転換路線以上に苦戦喜子強いら

クタ}

昭和62年度末までに開業した第三セクタ}

鉄道21社のうち、

-鱒見鉄道・由来IJ高原鉄道のヰ けで

その佑の17社はにとどとく

大変厳しい状況におかれている。

こうしたなかで各会社は少しでもその

なっておち、

した方向へ進めようと努力している。

例えばワンマン化の どをはじめとする

徹底した合理fとや運転本数を増やしてフリ}

クヱンシ~恐充実させるなど在している。し

かし普段から高校生やお年寄しか利用しない

地方交通線は地域社会に果たす役割は，思いの

ほか小さい。本研究は秋田内陣縦繋鉄道を例

に第三セクタ 明らかにし、

地域社会に有効に機能する鉄道』こするにはど

うしたらよいか考察するとともに、あめせて

その将来を震望ずるものである。
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第1罷.秋田内陸線沿隷概要悶

鉄道ジャーナノレNo199よむ
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2秋田内陸縦貫鉄道と治線の概要
(1) 秋田内陸縦貫鉄道について

乙の線の::Eな特徴としては、命第三セクタ…鉄道としては数少ない諜脅地替を走るとと、@沿線

に大規模な開発事業があり 1989年4月!日の全線開業〈北線と南線が接続する)により原容涜動の

新たな変化・準加が見込まれる ζとーーなどが島げられる(第 i表iこ会社制袈を示す〉。

第1表.会社概要

。輸措体制〈 63年 12月現在)
角館町 21.0 円( 7.0需)
森吉町 15.0 〆."

駅数=22 ( s 、 16 ) 
田沢湖町 15.0 11 

29 ) 
阿仁町 12.0 11 

旅客車5再
合川町 10.2 11 

10.2 11 
運転本数出 56本( 32 ) 
職員数二二67人

立昭和59 10月31日 間〕
0資本 秋同銀行 12.0 4.0 %) 
資本金総額 3 羽後銀行 7.2 11 ( 2.411) 
出資者・出資金額:(比率) 秋出相互銀行 4.8 11 1.6グ〉
自治体〕 秋田商工会議所 3.3 11 1.1グ)
秋田県 115.8 内(38.6場) その他 41.1 '" ( 13. 7 11 ) 
鷹巣町 30.9 11 (10.3") 計 68.4 ，，， ( 22.8 11 ) 

銭藍ジャ…ナノレ別冊 f第三セクタ}鉄道Jより

北線は霞鉄時代の開仁合線で昭和g に鷹ノ巣仲米内訳簡が開業。 2 表のように ν ~Jレ

は高下し、昭和38年に比立内に遣した。全長46キロで途中市街を形成されているの;ま合)11・米内沢

・阿仁会。沿諒高校は合間高校・米内沢高校の 2校。病院は米内沢総合病院がある。

頭線は国鉄時代の角鎖線で昭和何年に角館仲松梁間が開業。伯北地区の中心角館を旭点に西木村

の松葉までを結ぶ全長19.1キ口の路線。途中目立った市街はなく、諸諸設・病院・高校法ζ とごと

く角諮に集まっている。

昭和61年11月の開業時は国鉄の中古車両で間に合わせていたが、昭和63年2月より新車を導入し

た。運転本数は北線は鷹ノ巣仲間仁合間で!日 12往復。阿仁合叩比立内問で9往復の送能。轄タ中心

のダイヤで日中は本数が少ない。南線は 1日7往復の運転である。
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(2) 人口と地域産業

全国的に見て人口が減少している秋田県のなかでも特に沿線は、いわゆる過疎化が著しい地域で

ある。人口の推移を第3表に示す。沿線町村のなかでも阿仁町の人口減少が激しく昭和63年度の人

口は対35年度の48%となり、この30年の聞に半減した。

第 2表.秋田内陸縦貫鉄道沿革

沿革

大正 11年 4月 「秋田県鷹ノ巣ヨリ阿仁合ヲ経テ、角館ニ至ノレ鉄道」として法制化。

昭和 7年 10月 鷹ノ巣・米内沢間起工。

9年 12月 鷹ノ巣・米内沢間 (15.1Km)を「阿仁合線」として開業。

10年 11月 米内沢・阿仁前田間(10.2Km)開業。

11年 9月 阿仁前田・阿仁合間 (7.8Km)開業。

31年 1月 鉄道建設審議会において「鷹角線」阿仁合・角館聞が調査j泉となる。

32年 4月 鉄道建設審議会において次の区間が着工線となる。

阿仁合・比立内聞(13.0 Km )比立内・桧木内問(20. 1 Km ) 

桧木内・角館間(28.4 Km ) 

38年 10月 阿仁合・比立内間(13.0 Km )開業。

45年 11月 角館・松葉間(19.2Km)を「角館線」として開業。

54年 12月 未開通部分29.3Kmの工事が中断される。

56年 9月 角館線が第 1次特定地方交通線に運輸大臣承認。

59年 6月 阿仁合線が第 2次特定地方交通線に運輸大臣承認。

59年 10月 鷹角線の早期全線開通と当該線を第 3セクタ}による維持運営を凶

るため秋田内陸縦貫鉄道株式会社設立。

印年 9月 地方鉄道業免許を取得する。

61年 7月 角館線及び阿仁合線の貸借並びに譲渡及び譲受について認可される。

61年 11月 第3セクタ}秋田内陸縦貫鉄道(株)秋田内閣じ線及び南線として

開業する。
会社資料より

第 3表.沿線町村の人口推移

紅白内陸.'17t買J，ut ;einc町村の λ口1色紗 (tl， liI.'1Ii:少}

町~1是--------卑~厘 98昔日 J5 昭量Q <<l 目Z骨臼 4S 日H日 50 目3量{)55 阿川 60 I 昭 如日|

司券.~J 
λ口(.<1 27.240 26.244 25.390 24，742 25.065 24q24W  
J¥ho!聖r". ム J7 6. J 3 む z6 1 3 ム U 1 606 

t 川 町戸川L三首相[]当-mHF 一I一2一0一83 10.8331 '?461 ?578 
ム103 1 6. 8 Z ム .].7

A 吉町 l両~~日 7-15 488 。10.4 ム 13Z1 6 I? 2 
阿仁町一 11，33'1 

8地仁三三地'0雪'r. ι 一一 ム 1311 6.16.6
ト

西木村 8.8二Z'J予 SA ，O3?0O 7.475 
増加*，~ 一一一 ム 691 64.6 

ト一一一
15，786 1 14，9241 14A.7. 凶沢湖町 l民~官 ~O ~.一(W一%一|7一，0一7一ー4 
いtマA2636B43 ム 66β06  

iiJ健 86一2一 16， 8 I 7 1 16， 86 '1 
町一一一

J~f，"1' ("- 一一一一一 ム ~L. .0.3 
x λ 口，~囚併 :11査j '). 6JJf4.，;t.a貝;J事自性にJる. 
. ~ Jh日牟'U4-(;r.人口町;'T:.;100* E ;r.1 . 6J杭'<Jj:~ 60地.
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沿線はかつて鉱山町として栄えたところが多く阿仁鉱山は昭和め年に閉山。現在木材産業が森吉

.阿仁出町の主認な賃収入対象産業となっている(第4表参照)。一西木村でも主たる産業は農業・林

り第 1次産業人口が40%;a占めるο

己

第4褒沿線町村の産業別人口構成比

187 

&41 
176 

売の Á~ O z弘 27I 0 5 % 

きす 1 4.5 ? 41100 0 ~ol 5 008 1 100 。なノb
ιa 

3利用状況とアンケート調査の結果

(1)利用状況

国鉄時代から年々利用者は減っており第三セク夕日となってかちも依然減少傾向にある(第2図、

3図参照)0 i訴泉では鰐仁前田と関仁合に利用者数の大きな段諮が見ちれる。利用層は高校生と

高齢者がほとん

への利用が多いc

巣への利用。指線もやはり平u屈の中心は高校生でその他の一般客は角館

他の交通機関としては路線パスがあり北掠・臨線とも並走している。特に南緯に並走する羽後交

通の桧木内線は i日10往復、運賃同額なうえブザー乗降舗なので告宅前で策降でき利便性は鉄道よ

り高い。(千人〕

3，500 

3，000 

2，500 

2，000 

1，500 

1，000 

500 

G 

2.184 
定期¥h

鉄道ジャ}ナノレ封。199と会社資料より

¥¥¥¥1，811 ¥1，369 

普通.l，133 \\\J~07?_ ，，~ 
¥~ー、一¥852¥¥

一一~¥ ¥828 
736 --.....¥、ご¥相1
517--叫 347

間 35 40 45 50 52 54 56 62 

第2国.阿仁合線・内障北隷輸送量の推移
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240ト(千人〉

200 

ジャーナノレNo199と り
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80 

131 

107ノ¥とJJ¥116
ぷ 85 124 ¥¥  一一--98 
//f』『司、 99¥¥

的 J/ケ92¥¥55¥¥...6i 
K 

424/ ¥22 17 一一 37
23 ff 恥・--噌四日日目ー

146 160 
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ー
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昭45 48 50 52 54 56 

第 3国.角館隷・内控高線輪送量の推移

62 

(2) 利用実態アンケ}ト調査の実施

秋田内陣線の利用状況と全線開業への ために、昭華063年12月 アンケ

ート議資喜子実施した。対象は合)[[・蒜古・阿仁の各町と西木村の計4町村の

徒の父兄である。総自答数は756、回収率は概ね90%である(第 5表参照)。

〔質問 1) 概ね各町村とも{立た結果と立った。いずれの町村も「ほとんど禾11附することはないJ

が半数前後者占め、話日もしくは2~ 3誌に 1由利用はあわせて1.8~ 3. 7 ~ちとなっている。

(質問 2) 在倒的に「クルマの方が捜李!jJが多く60%を占める。詩にク/レ?の普及状況が著し

-生

い西木村では76.3%と高くなっている。また茜木村でiま現在高線よりもパスの方が本数が多いこと

から「パス後利用するJも10.4%

〔質問ヰ〕 各町村とも「ちょうどよいJが 1位を占める。 ζ

なさが如実にあらわれているといえよう。また西木村は「もつ

やしてほしいJをあわせて 40.2%d二位の 3町より培発を期待す

しないための関心の

してほしいj、 「もう少

¥ O 

6 ) いずれの町村も r2 も多くぼぽ40%の これにあたる。ついで r1台
r 3台 r持っていないj と続く。特筆すべきは西木村で2台所有が過半数を超え、 「持っていな
いJという世帯も 4町村で最も低い。そして r4台以上j所有も5.9婦と高く、西木村は協の3

比較して自家用車普及状況がよい。

(質問9) 仙北・秋北両地区の交流の状況を見るものでみる。北線沿緩は寄へ行くほど「

高く73.2%にもなる O しかし峠をζえた西木村では阿仁町ほど?あるjは多くない。

〔費問11) 全線開業後の利用願盟をと見たものである。各町村とも85%程慶(ア、イるわせて)

が利用したいと答えている。

〔質問12) 未開業部分を含めて本数増発による利用状況の変化をと西木村の人に自己判断しでも

らったが、やは C多くなる た人は62.5%を占めている。

13 ) ほぽ住民の意見はふた子に分かれてお号、 6:ヰの額合で何らかのものを地域にも

たらすと考える人が多い。
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第5表.利用実態アンケー十議査結果

毛た邸内i磁編走草案禽失証言まくF持議犠〉利用穿ミ建設アンケート

質問 i 訴薦や覧い物、通勤を含めてJヒ線、南線を科患するのは何日に一自の都合ですか。

一四一一 γ一一一一……4一一一~…一一一if一一一一一…

ア、毎日利用している

イ、 2-3Bに I[司

ウ、 I i恩{誌に i呂くらい

エ、 1ヶ月に i回くらい

オ、半年1:I副くらい

カ、ほとんど科期することはない

it 

索開2 (質問 iでエ、オ、カと答えた方合み)利用し江い理詣は却ですか。

ア、列車のみ;数が少ない

イ州、運震が高い

ウ、車の方が護手IJ

エ、パスを利用する

オ、出I長けることがむい

質問4 Jt鯨南撮の議転本数について、どう患いますか。

ア、し pと増やしてほしい

イ、もう少しJ設やしてほしい

ウ、ちょうど良い

エ、多い

1十

合 J'l lIiJ 

人差虫L 。h

2人 ふo
35人 21. 7 

110人 70.2 
5人 3. ! 
IEI人 100.0 

A a litT 
入試 eん

13人 ιg 
41人 Z l. .) 

130人 68'. I 
?人 ，).6 

19 I人 100.0 

阿イ二億7

人若久 日
名人 5.0 

28人 23.3 

78人 65.0 
主人 6.7 

120人 100.0 

質問6 .t3宅は自家用車〈騒路、軽トラックを含む}をお持ちですか。

ア、持っていない

イ、 i会

ウ、 2台

二工、 3 台

オ、 4台以上

11 -

i皆本井~J

~ネれ

J人差ぇ % 
20人 10.2 

I 47人 30 0 
116人 57. Z 

13人ムGO.L O 
116人 i



質f問9 今年〈昭和63年)扶北地区(JtiiJ仁町、1il巣町、大喜宮市江ど)iこ行ったことがありま寸か。

く南線のみの ~.lfi\J) 

今年〈認知63年〉紛北地ほく西木村、戸;蕗町、大曲ftjl瓦ど〉に行ったことがありま寸か。

rJうる j
fないj

1t 

(北線のみのllrL¥]) 

費問11 来年4丹、北線と南線がつながりますが、大曲、犠岡、仙台、東京(間仁合、莞ノ史、太紅〉

方語へ行くと設、利用したいと思いますか。

ア、ぜひ利用したい
イ、まあ利用したい

ウ、あまり利用したくない

エ、利用したいとは思わない

H 

質問12 (質問 lでエ、オ、カと答えた方のみ〕よ桧木内一角綜誌は全総謁送主役、現在よ片

運転本教が増える予定ですが、もしそうむったら、今より告癒することが多く主ると2、νjす右。

ア、だいぶ多くなると患う

~イr多くなると慈、う

ウ、変わらないと怒う

二三、訴まると患う

質関13 扶EDF句建議蓑鉄道の全線開業は、絵緯の油機活性化i二つむがると思いますか。

I 'd JIJ lii1 主ふ 吠α 防了 間イニ IB] 白木叫
人差久 そ/" .A.. まえ 。10 λ 数 % !人者1.

ア、全くそう患う、

イ、そう患う

ウ、あまり患わない
エ、全然患わない

計

I1人
守?人

52人
J人
l6.1人

6 7 
.5~. 5 
J 1. 'j 
1 8 
¥00 0 

4治殺をとりまく環境と将来

(1) 沿線開発と観光

けん 号6 17人
10 <[人 47.5 57人
'88人 40.0 45人
4人 1 . ~ マメ、
220人 lOO.O は6人

車線側は武家屋敷やサクラで名高い角館や田沢湖などメジャ…な

はどちらかというとマイナ}である。

13.5 !斗人

4，句.2 r 1 i号人

35-7 79 ノ久
5.6 正子人

[00 0 215人

ζのなかで注目されるのが謙吉山の開発で、昭和62年境より ζの山の中践に
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「阿仁スキ」場Jが国土計画の手によりオ}プンとなっ

せて約27万人と少ないが今後に期待が持たれている。

出沿線自治体と住民の反応

}ズンの来場者は両スキ}場あわ

もと利用者の少ない匙点の角館町や鷹ノ巣町は全手掛器業への関心も薄い。とれに対して中間の

-西木村ではいくつかのイベントの企画も出て金総開業へ向けての機溜も絡まっているが、

としていまひとつ自治体の足並みは掻わない。沿毅住民の反応、はアンケ…ト調査のとおり期待

する向きとそうでない向

(3) 全線開業後と今後

結度に分かれている。

交流が活発になる。加えて質問11にあるように仙台・東京方面への荒若各ノレ}トにもな

り都市開輸送を担うようになる。さまた阿仁町の比立内・打当地区の高校生が角館の高校に通うとい

うケ}スもでてくるであろう。げんに平成元年度の秋田黒公立高投入試には数名が角館高校に願書

している。

しかしながら南北 しても都市開輸送にしてもいったいどれくらいの実緩があがるか

は、佑地域においても前例がないだけに不安な面も

5まとめと課題
以上秋田内陸縦覧鉄道の料沼状況を中心にその現状を見てきたが、乙のクノレマ社会の時代のなか

で地方交通線の地域社会とのかかわりがいかに薄れているかが明らかである。今後地域社会iこ有効

に機能する鉄道として存統していくには都市開輸送の充実と外来観光客の入れ込み準加にかかって

いるといえよう O

すなわち前者は盛関までの直通列車の実現が不可欠で、あり、後者は例えば礎吉山を軸としたりゾ

山ト強設の充実が急がれる。 J設北海道が札幌・千識空港を起点としてニセコ・ブラノ・トマム・

サホロ各スキ」場に向けて走らせている引スキ}トレイン"はよい炉jであり、秋田内陸線も新幹練

すれば可能性はかなり京がるiまずである。

また地域住民にも鉄道恐利用しやすいよう 〈例えば訳に隣読もしくは駅前}こ公共施設

を立地させる)を行うべきである。当然 H第三セクタ…"なのだから会社・自治体・住民の三者が

協調し、より地域に貢献する鉄道に育成していかなければならず、仰の対策もないままにすると先

はもう見えている。そうならないように騒いつつ秋田内陸線縦貫鉄道の今後に期待したい。

-13 -



【参考文献・資料】

(1987) r第三セクタ}鉄道一一新しい口~カノレ鉄道の成立と

( 1983 ) 

小林茂(1987 ) 

鈴木文諺(1983 ) 

鉄道ジャ~ナノレ別措・第三セクタ…鉄道 PP.83 ~自 鉄道ジャ…ナノレ社

としてのロ}カノレ線J 地理Vo1 . 28 No. 11 1983 

「北海道におけるリゾ…ト開発と鉄道J 鉄道ジャ…ナノレ No事 251 /87 -9 

「特定地方苅最線の実態と問題を現地に見る…25・間仁合総・角館線J

鉄道ジャ…ナノレNo.199 "83 -9 

( 1987) : r全総開通に懸げる秋田内陣縦貿鉄道j 鉄道ジャ}ナ/レN0 • 244 '87 -3 
田宮利雄 r秋田口}カル繰今昔」 無明舎出版
秋田魁新報夕刊連載「内陸線全通(1)~ (14) 誌-11 

本稿喜子執筆するにあたり りました水野裕・後藤雄二両先生に厚く御礼申し上

またアンケート調査や現地譲査にあたり次の方々、機関、学校にお世話になりました。

面を借りて御礼申し上げます。

阿仁町教育委員会・教育長 吉田毛織民、秋田内陸縦貫鉄遥排除:務課長 成田後男民、合川町教

西木村教育委員会、合川町役場、阿仁町役場、西木村役場、角舘町役場、合川町立合JI!

東小学校、合}i[町立合111部小学校、蘇吉町立米内沢小学校、森喜町立前rfl小学校、間七町立阿仁合

小学校、阿仁町立問仁第ニ中学校、開仁町立中村小学校、同木村立上絵木内小学校、西木村立桧木

内小学校、西木村立問明寺小学校、秋北パス守治米内沢操車場、羽後交適梼角館営業所、その他取杉

iこ快く応、じて下さった方々。

叩 14-




